
H29.4.17定例記者会見資料【農業振興課】 

～農業で栃木を明るくステキな街へ～ 

栃木市農業ビジョンの策定について 

 

１ 栃木市農業ビジョン策定の趣旨 

栃木市は、農業を基幹産業としている県内有数の都市です。 

近年、市民の食に対する安心安全への関心が年々高まる中、今後本市の有望な成長産業

として、大きな期待を担っています。 

一方、グローバル化の進展に伴う大きな農業変革、農業者の高齢化・担い手不足、耕作

放棄地の増大など農業を取り巻く環境は著しく変化しており、農業のおかれている状況は、

ますます厳しさを増しています。 

こうした中、本市農業が成長産業として、時代の潮流に的確に対応し、計画的に推進で

きるよう、今後１０年間の本市のあるべき農業の姿や方向性を描いた「栃木市農業ビジョ

ン」を策定しました。 

 

２ 計画の期間 

 ２０１７年度から２０２６年度までの１０年間 

 

３ 栃木市農業の将来像 

 「農業」で栃木を明るくステキな街へ 

 

４ 栃木市型農業の確立へ 

本市農業が直面している大きな課題に対応し、将来像の実現に向けて、アクションプ

ラン「とちぎアグリプロジェクト ７」を掲げ、生産振興戦略と販売戦略を重点戦略と

して位置づけ、７つの施策を積極的に推進し、“栃木市型農業の確立”を目指します。 

プロジェクト １  “意欲ある担い手農家の確保・育成” 

プロジェクト ２  “次代を担う新規就農者の確保” 

プロジェクト ３  “競争力と継続性のある強い経営体の育成” 

プロジェクト ４  “農業公社の積極的な活用” 

プロジェクト ５  “儲かる農業への転換” 

プロジェクト ６  “農畜産物の戦略的ＰＲの促進” 

プロジェクト ７“農業に生きがいを持ち、楽しく頑張る小規模農家への後押し” 

問合せ: 産業振興部 農業振興課 農政係 担当 佐山 ℡0282-21-2381 


